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hv
f
F
U
一

名
簿
を
縦
覧
す
る

の
は

和
田

け
刊

一

全
く
乙
の
目
的

の
た
め

所
別
役
目
別
一

で
、
期
出
が
過
ぎ
れ
ば

1
相
阪
和

じ
一
絶
対
K
修
正
の
方
訟
が

f
村

司

代

目
J

一

あ

の
ま
ぜ
ん
の

で
御
註

弗
一
肌
村

l
四
一

意
く
だ

3
ぃ
。

一
に
本
年
七
月
に
は
任
期

一満
了
に
な
る
農
業
委
員
会

一
委
員
の
選
邸
中
が
行
わ
れ
る

一
予
定
肥
在
っ
て
お
り
ま
す

-

一が
、
本
選
患
に
は
こ
の
名

一簿
の
み
が
使
用
さ
れ
、
補

↑
充
壇
場
人
名
簿
の
調
製
は

一い
た
し
ま
せ
ん

の
で
、
三

一の
縦
賢
明
閣
hr
に
名
簿
登

↑録

の
有
無
を
ぜ
ひ
お
確
め

一〈
詑
さ
い
。

一

戸
選
挙
管
理
零
員
会
〉

(矛127号)

選
挙
人
名
簿
の
縦
覧

1
月
別
白
か
ら
2
月
3
日
ま
て

り

A
縦
覧
期
間
・
:
昭
和
三
十
一

二
年
一

月
ニ
十
日
か
ら

一

一一
月
三
日
ま
で
ハ
十
五
一

日
間
d

一

企
縦
覧
時
間
:
・
午
前
八
時
一

三
十
分
か
ら
午
後
立
時
一

ま
で
ハ
土
、
日
開
附
日
を
一

合
む
ぜ

A
縦
覧
場
所
・・
・
大
村
市
選

場
管
理
委
員
会
事
務
局

ハ
市
校
所
正
門
前
v

在
お
、
縦
覧
期
間
中
各

関
係
出
張
問
に
お
い
て

も
、
名
簿
の
抄
本
を
備

え
つ
け
ま
す
の
で
閲
覧

す
る
と
'
と
が
で
き
ま
す

注

意

登
録
資
格
の
あ
る
人
は

よ1:-政市村大(句刊〉

あ
り
ま
す
u

な
っ
て
い
ま
す

の
で
、

そ
の
順
に
毎
月
末
日
ま

で
K
納
め
て
く
だ
さ
い

納
保
険
料
取
ま
さ
め
納
入

団
休
を

つ
く
わ
取
ま
と

め
て
納
入
す
れ
ば
、
そ

1月25日から

の
期
限
内
完
納
心
世
帯

数
K
臨
じ
て
報
償
金
を

安
付
し
ま
す
の
で
、

取

ま
と
め
納
入
団
体
を
通

じ
て
納
め
て
く
だ
さ
い

ハ
保
険
衛
生
課
》

ジ
フ
テ
リ
ヤ
予
防
接
種

生
後
六
カ
月
以
後
の
赤
ち
ゃ
ん
は
ぜ
ひ

脊
季
ジ
フ
テ

リ
ア

予
防
接
種
を
弐
の

?
と
お
わ
笑
施
し
ま
す
。

守，
K
最
近
各
地

ι患
者
が

発
生
し
、
昨
年
十
二
月
中

医
は
市
内

に
も
多
発
し
て

い
ま
す
の
で
、
接
関
該
当

者
は
も
れ
な
く
接
種
し
て

く
だ
さ
い
。
ハ
保
険
衛
生
課
d

o一
該
山
富
者

ω初
同
免
疫
者
合
一
-
回
接

擁
す
る
者
)

一一
反
歩
以
上

の
耕
作
の

ト

業
務
を
営
む
者
お
よ
び

一

同
居
心
親
族
ま
た
は
そ

一

の
配
偶
者
で
、

一
年
間

一

に
お
お
む
ね
八
十
日
以

一

上
耕
作
陀
従
事
す
る
浦
一

二
十
才
以
上
の
者
ハ
昭
一

国
内
一
位
民
保
険

和
十
三
年
コ
月
六
日
ま
一

料
の
昭
和
三
寸

で
に
生
れ
た
者
プ
と
を

一

一

年

間

一
一
月
か

学

卒

者

の

就

職

-

で、

一二カ

月
分

ゃ
れ
れ
戸
川
一
一
一
一
日
十
日

万

納
付
書
を

一
円

:

日

に

御

協

力

を

お
ら
な
い
人
は
、
た
と

-…

刊

誌

，M
U
切

れ

町

一

で

納

入

が

有

利

一
大
村
公
共
職
業
安
定
所
で

え
選
一
場
権
が
あ
っ
て
も

一喜
一
く
行
き
い
。

一

ω一一カ
月
分

ω
納
付
書
で
一
は
、
昨
年
十
一
月
か
ら
積

投
畏
ナ
る
こ
と
が
で
き
一
も
し
、
相
当
期
胡
経
過
し
一
あ
り
ま
ず
の
で
毎
月

一向倒的
に
学
卒
者
の
腫
用
促

ま士、

λ

一
て
も
、
お
乎
許
へ
到
着
し
一
の
納
付
書
は
絶
対
K
自

一

縦
覧
期
間
中
で
あ
れ
ば
一
在
い
と
き
は
、
保
防
衛
生
一
分
で
切
取
ら
な
い
よ
う
一

登
録
も
れ
や
間
違
っ
て

-課
ま
た
は
、
問
張
所
へ
そ

一

蹴
い
ま
す

匂

一

登
録
さ
れ
た
人
は
申
出
一の
旨
申
出
て
〈
把
さ

い。

一例
納
付
帯
は
右
か
ら
一
月
一

に
よ
り
修
.此
の
方
法
が

一

た
お
納
付
の
際
は
、
一
一
一
月、

=
一月

ω
順
序
正
一

新
A

し
い
主
食
通
帳
に
切
替

二
月
一
日
か
ら
使
用

昭和32年 1用20日

主
食
通
帳
の
切
替
を
一
月

末
日
ま
で
に
行
い
、
二
月

一
日
か
ら
新
し
い
主
食
通

帳
を
使
用
い
た
し
ま
す
。

受

付

要

領

本
庁
、
費
瀬
出
損
所
地
区

・
:
町
総
代
を
遇
じ
焚
付
す

る
。
四
大
村
地
区:・
旧
隣
保
班

パ
ノ
-
程
度
陀
取
纏
め
代
表
者
ヘ

ト
一

一
括
交
付

戸
印
鑑
持
磐
の

一と
と
)
す
る
£

一
他

り
出
張
所
地
区
・
:
出
張

一
所
よ
り
消
費
者

へ
直
接
交

付

(
印
鑑
持
参
の
と
k
v

A
外
国
人
虻
対
す
る
交
付

外
国
人
登
録
諮
明
書
(
家

族
全
部
J

を
持
参
し
、
所

管
の
出
張
所

ハ
水
庁
地
区

は
市
民
課
〉
か
ら
直
接
受

領
し
て
く
だ
さ
い
。

た
お
、
住
所
を
変
一見
し

て
届
出
を
し
て
い
泣
い

背
帯
仁
対
し
て
は
、
受

付
し
て
お
り
ま
せ
ん
の

で
、
異
動
届
の
手
続
後

通
帳
を
受
領
し
て
く
犯

さ
い
。

ハ
市
民
課
〉

保
険
料
の
納
付
書
た
送
付

康健民図

1
月

J
3
民
分
納
入
は
毎
月
末
ま

で

に

，択
の
点
化
仰
切
意
加
い

ま
す
。

帖
相

JUW
ト

ヰ

司

会
也

和

樹

ハ
下
d

式
場
生
出
る
喜
び

の
若
人
た
ち

生
後
六
カ
月
か
ら
十

二

カ
月
ま
で

の
も
の
ハ
生

後

一
間
も
受
け
て
い
在

い
者
を
含
む
ぜ

倒
追
加
勉
疫
者

ハ
一
間
接

種
す
る
も
の
V

四
月
小
学

校
に
入
学
す
る
も
の
で
、

昨
年
秋
季
予
防
接
種

の
時

も
れ
た
者

A
楼
額
料
金

初
回
菟
疫
者

一
人
二
十

問迫
加
免
疫
者
一
人
十
月

進
運
動
を
実
施
し
て
お
り

ま
す
が
、
い
よ
い
よ
三
月

の
新
規
学
校
卒
業
期
を
控

え
各
屈
用
主

の
方
で
学
卒

求
人
を
必
要
と
す
る
向
は

早
め
に
安
定
所
陀
申
込
む

よ
う
希
望
し
ま
す
。

た
お
本
年
三
月
新
規
卒
-

松
福重 査 竹 可1 池 中

火世村田m 
鈴 一一一 賀

原 瀬 松
立
国 央 問 古伝

張出 敬老
品r、、. 出

療所診グ グ グ 病
ti民11，口f 張所， 

場
開 院 院 py 

一一 一一ー
IJ グ グ グ

1 
zλi偽~F グ グ グ グ

月
29 一29 28 25 29 30 29 29 28 28 
日 回

一一一一一ー一ー一
グ グ グ グ

2 
第(/ グ グ IJ グ

司
12 一12 12 8 12 13 12 13 12 14 
日
回

一一 一ーー』ー
グ 11 グ グ グ グ グ グ グ 2 1符

‘-ニZ
26 26 22 26 27 26 27 26 問

し
て
個
別
忙
面
接
相
談

新
し
い
人
生
の

統

一

臓

を

浴

び

る

千

三

百

の

若

人

た

も

ぜ、

ス
タ
ー
ト

第
九
回
大
村
市
成
人
式
は
成
人
の
日

一
月
十
五
日
午
前
十
時
か
ら
中
央
公
民

舘
で
、
晴
れ
て
大
人
の
仲
間
入
む
を
す

る
若
人
千
三
百
余
名
の
お
闘
い
を
し

た。と
の
目
新
し
い
人
生
の
ス

グ
I
ト
を
迎
え
た
成
人
者
た
ち
は
、
み
な
ぎ
る
希

望
と
成
人
へ
の
普
い
を
胸
K
ふ
く
ら
ま
せ
た
が
ら
会
場
を
埋
め
、
大
村
市
長

ら
来
質
多
数
が
参
列
し
て
、
昭
和
三
十
二
年
の
成
人
式
を
盛
大
忙
挙
行
し
た

H

パ
若

い

情

熱

で

祉

会

の

た

め

に

刀

式
は
厳
粛
な
「
叶
れ
が
代
」

の
明

m
K始
ま
り
、
永
田

教
背
署
員
長

の
式
辞
、
大

村
市
長
、
森
市
議
会
議
長

高
松
、
間
部
雨
県
清
ら
か

ら
若
人
の
門
出
を
腕
側
、

灘
励
す
る
祝
辞
が
あ

っ
て

成

人

代

表

男

子
山
下
正

人
君
、
女
子
六
問
佳
子
き

も
に
大
村
市
長
、
永
田

教
育
委
員
長
ら
E

と
と
も

ん
か
ら
'
困
難
な
内
外

の
一
肥
大
村
公
闘
で
桜
の
記

情
勢
の
な
か
K
、
己
売
陶
一
念
植
樹
を
行
っ
た
。

治
し
自
己
の
完
成
?と
理
想
一
在
お
、
今
回
の
成
人
者
数

社
会
実
現
の
た
め

に
、
若
一
は
、
男
子
八
百
七
十
名
ハ

い
燃
え
る
情
熱
を
傾
倒
し一

う
ち
自
衛
隊
員
凶
百
四
十

て
努
引
精
進
す
る
か
主
回
一
一
二
名
)
女
子
五
百
十
三
名

い
決
意
止
力
強
い
答
辞
が

一計
千
三
百
八
十
三
名
で
あ
一

あ
ヲ
て
式
を
閉
じ
た
。

一

る
。

ハ

教

育

委
員
会
〉
一

成

人

者

代

表

は

式

後

直

一

一

二
税一一……

士
角
一一
4
7

け
一
|

-航
空
操
縦
学
生
募
集

立

木

伐

採

申

請

一
1
月
釘
日
ま

で
延
期

は

2
月
日
日
ま
で
に

一航
空
自
衛
隊
操
縦
学
生
の

制
限
林
ま
た
は
普
通
林
ハ

一募
集
〆
切
は

一
月
十
四
日

適
正
伐
期
令
級
未
楠
v

の
一
ま
で
と
在
っ
て
い
ま
し
た

立
木
を
、
本
一
年
四
月

一
日
一
が
、
学
校
の
休
暇
な

E
の

か
ら
来
年
三
月一一
一十
一
日

↑
都
合
で
、
一
月
二
十
五
日

ま
で

の
間
陀
伐
採
す
る
者
~

れ

品

川

口

一

切

の
で

は
も
れ
な
く
伐
採
許
可
申
一

請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

一
志
願
案
内
、

問
書
ぽ
ド
ι
は

川
伐
採
許
可
申
請
の
提
川
一
自
律
隊
長
崎
地
方
連
絡
部

ω期
限

二

月

十
五

li
一
(
長
崎
市
南
山
手
町
凶
ゾ

p

一
へ
直
接
請
求
し
て
〈
把

3

ω提
問

先

市

経
済
謀
、
一
ぃ
。
空
洞
、
三
の
学
生
課

各
尚
一
賢
所
、

大
村
森
林
一
程
を
終
了
し
た
も
の

2府

間
合

一
部
f
=
一等
忍
尉
J

へ
昇
任

凶
作
一
一
採
許
可

ω
決
定
油
知一

L
ま
す
ー
ド
ト

同

択

さ

一

害

虫

脇
除
な
ぎ

の
た

ぷ
ス

は
三
月
一
一
十
五
日
の
予
定

一
.

一

入

を

す

る
場
合
は

予

め

@
巾
請
書
様
式
、
話
以
内
一
ペ
け
植
林
の
時
期
一
許
可
変
受
け
て
か
ら
実
施

界
お
よ
び
そ

の
他

ω
こ
一

し

一

3
れ
る
よ
う
お
知
ム
せ

L

'とに

つ
い
て
は
市

経

済

一

火

入

は

許

可

を

一

ま

す

。

課
ま
た
ほ
出
張
所
、

森

一

一

な

お

詳

細
は
市
経
防
諜
ま

林
組
合
K
お
問
合
せ
く
一
森
科
ま
た
は
森
林
に
接
近
一
た
校
間
張
所
に
お
問
合
ヤ

だ
さ
い
。
(
経
済
説
〉
一
し
て
い

る
開
-野
に
火
入
を
一
く
だ
ぎ
い
。

『
経
済
説
J

昨
年
十
二
月

一
日
現
荘
に
よ
め
調
製
い
た
し
ま
し
そ
犬
村
市
各
農
業

委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
E
攻
の
と
お
め
関
係
選
挙
へ

の
縦
覧

忙
供

し
ま
す
。

い技大てつ数は し生 とけ益ライ野 バ、
。術村、き料飼て態がな 鳥、ス生 許 qj
員出経〉ハ養何百fでけで ホ、鳥 可，!古
へ森済百一許奏究きれすホヒ矧を山
申林課 Iiヵ可 を崩 まば か ジパ ) m 了そ

ど望品目立五支襲名;リ、f3E 
〈内張を一書ヲ 玩。す刈 Eャ、 て H 
tf.林所添羽にる月j るを は マゥか{よ
さ業、 えに手人と 三 受イiガグ ら

う再そ 県し願同月 島 良 て了 7き在
会提 ィ7可主て 、県 十繰 既向J <問 、 お
針1m焼管、届あ 三県提〓! I t:t'Lて
ら、否部未書て日庁 l!~ '.~~ ~期ヤ許
せ再 P課 処矧遇;廃合害 現糸| いi凶乙可
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市
県
民
税
第
四
期
分

祢税は納期吋にぜぴ完
約千
納期有7F納:-;t. f，'~ さん。
納税組合。

-
丹
市
臼

l
剖
日

あ
忘
れ
な
く
納
付
し
て

〈
だ

3
い

一す
る
場
&
は
、
諜
林
法
第

二
十

一
条

の
規
定
陀
上
り

市
町
村
長
の
許
可
を
受
け

在
け
れ
ば
火
入
を
し
て
は

左
ら
在
い
三
と

吃
な
っ

て

い
ま
す
の
で
、
造
林
の
た

め
の
地
侍
え
や
開
墾
準
備

寝る前に

火もと見廻り

バケツiこ水を
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郷
土
の
守

h
Aーは困
L

消防出手刀工て

威

容

誇

る

の

精

鋭

e
 rl 
四-

り

恒
例
の
犬
村
巾
消
防
凶
出
初
式
悦
去
る
十
四
日
午
前
九
時
一
て
十
分
か

ら
大
村
園
高
野
両
等
学
校
々
庭
で
挙
行
、
こ
の
日
‘
降
・
り
l
き
る
雨
の
中
に
制

服
や
紺
の
ハ
ッ
ピ
wn
身
k
g
閉
め
た
大
村
市
長
矛
始
め
回
総
団
長
以
下
団
員
一

千
名
の
精
鋭
と
近
代
抜
備
を
誇
る
十
川

の
機
動
車
州
勢
揃
し
て
、
知
事
代
理

池
松
出
納
長
、
キ
川
県
泊
防
協
会
長
、
森
内
議
会
議
長
、
草
野
大
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